
(57)【要約】

【課題】鉗子チャンネル吸引口からの吸引作動とバルー

ン吸引口からの吸引作動とを容易に切り換え操作するこ

とができ、しかも組み立て等が容易な簡単な構造で作動

不良等も発生し難い超音波内視鏡の吸引操作装置を提供

すること。

【解決手段】ピストン体１４をシリンダ体１１内に押し

込み操作した時に、バネ定数の小さい圧縮コイルスプリ

ング２１が圧縮された状態からバネ定数の大きなコイル

スプリング２２も圧縮される状態に移る位置で吸引元管

路９の接続開口９ａとチャンネル吸引連通孔３１の元側

開口３１ａとが対向し、両コイルスプリング２１，２２

が圧縮された状態の位置で吸引元管路９の接続開口９ａ

とバルーン吸引連通孔３２の元側開口３２ａとが対向す

るようにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ と 光 学 観 察 窓 と が 併 設 さ れ る と 共 に 、 上 記 挿 入 部 先 端 に
取 り 付 け ら れ る バ ル ー ン の 内 部 に 開 口 す る バ ル ー ン 吸 引 口 と 上 記 バ ル ー ン の 外 部 に 開 口 す
る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 と が 設 け ら れ た 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 上 記 挿 入 部 の 基 端 に 連 結
さ れ た 操 作 部 に 、 上 記 バ ル ー ン 吸 引 口 か ら の 吸 引 作 動 と 上 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 か ら の
吸 引 作 動 と を 切 り 換 え 操 作 す る た め の 吸 引 操 作 弁 が 配 置 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装
置 に お い て 、
上 記 吸 引 操 作 弁 に は 、 吸 引 源 に 連 通 す る 吸 引 元 管 路 と 上 記 バ ル ー ン 吸 引 口 に 連 通 す る バ ル
ー ン 吸 引 管 路 と 上 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 に 連 通 す る チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路 と が 接 続 さ れ た
シ リ ン ダ 体 と 、 上 記 シ リ ン ダ 体 内 に お い て 軸 線 方 向 に 移 動 操 作 さ れ る こ と に よ り 上 記 吸 引
元 管 路 に 対 し て 上 記 バ ル ー ン 吸 引 管 路 が 連 通 す る 状 態 と 上 記 チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路 が 連 通 す
る 状 態 と を 切 り 換 え る ピ ス ト ン 体 を 設 け 、
上 記 吸 引 元 管 路 は 上 記 シ リ ン ダ 体 の 側 壁 に 開 口 接 続 し て 、
上 記 ピ ス ト ン 体 に は 、 上 記 吸 引 元 管 路 と 上 記 バ ル ー ン 吸 引 管 路 と を 連 通 さ せ る た め の バ ル
ー ン 吸 引 連 通 孔 と 、 上 記 吸 引 元 管 路 と 上 記 チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路 と を 連 通 さ せ る た め の チ ャ
ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 と を 相 互 に 干 渉 し な い 位 置 に 穿 設 し 、
上 記 ピ ス ト ン 体 の 側 面 に 、 上 記 吸 引 元 管 路 の 接 続 開 口 と 接 続 す る た め の 上 記 バ ル ー ン 吸 引
連 通 孔 の 元 側 開 口 と 上 記 チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 と を 軸 線 方 向 に 並 べ て 配 置 す る
と 共 に 、
バ ネ 定 数 が 相 違 す る 二 つ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ を 、 上 記 シ リ ン ダ 体 か ら 上 記 ピ ス ト ン 体
を 押 し 出 す 方 向 に 付 勢 す る 状 態 に 直 列 に 配 置 し て 、 上 記 ピ ス ト ン 体 を 上 記 シ リ ン ダ 体 内 に
押 し 込 み 操 作 し た 時 に 、 バ ネ 定 数 の 小 さ い 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ が 圧 縮 さ れ た 状 態 か ら バ
ネ 定 数 の 大 き な コ イ ル ス プ リ ン グ も 圧 縮 さ れ る 状 態 に 移 る 位 置 で 上 記 吸 引 元 管 路 の 接 続 開
口 と 上 記 チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 と が 対 向 し 、 上 記 両 コ イ ル ス プ リ ン グ が 圧 縮 さ
れ た 状 態 の 位 置 で 上 記 吸 引 元 管 路 の 接 続 開 口 と 上 記 バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 と が 対
向 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 と 上 記 チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 の 両 元 側 開 口
の 各 々 の 外 縁 部 と 上 記 シ リ ン ダ 体 の 内 周 面 と の 間 が 、 上 記 両 元 側 開 口 の 各 々 の 外 縁 を 囲 む
よ う に 配 置 さ れ た シ ー ル 部 材 に よ り シ ー ル さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引
操 作 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 両 元 側 開 口 の 各 々 の 外 縁 部 を シ ー ル す る シ ー ル 部 材 が 、 上 記 両 元 側 開 口 の 位 置 に 対 応
す る 位 置 に 二 つ の 孔 が 形 成 さ れ た 一 つ の 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音
波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 吸 引 操 作 を 行 う た め の 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 内 視 鏡 に お い て は 一 般 に 、 挿 入 部 先 端 の 外 面 に 開 口 す る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 と 、
挿 入 部 先 端 に 取 り 付 け ら れ る バ ル ー ン の 内 側 に 開 口 す る バ ル ー ン 吸 引 口 と が 設 け ら れ て 、
鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 か ら の 吸 引 動 作 と バ ル ー ン 吸 引 口 か ら の 吸 引 動 作 と を 切 り 換 え 操 作
す る こ と が で き る 吸 引 操 作 装 置 が 、 操 作 部 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の よ う な 吸 引 操 作 装 置 は 、 旧 来 は 吸 引 操 作 弁 装 置 に 切 り 換 え レ バ ー 等 を 組 み 合 わ せ た も
の だ っ た が 、 そ れ で は 操 作 が 煩 雑 に な る の で 、 操 作 ボ タ ン の 押 し 込 み 操 作 の 深 さ を 変 え る
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だ け で 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 か ら の 吸 引 動 作 と バ ル ー ン 吸 引 口 か ら の 吸 引 動 作 と を 切 り 換
え る こ と が で き る よ う に し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ３ ０ １ ７ ９ ５ ７ 号 公 報 、 図 １ 、 図 ６ 、 図 ７
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 弁 装 置 に お い て は 、 鉗 子
チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 に 連 通 す る シ リ ン ダ 体 と バ ル ー ン 吸 引 口 に 連 通 す る シ リ ン ダ 体 の 二 つ の
シ リ ン ダ 体 が 並 列 に 並 ん で 配 置 さ れ て 、 共 通 の 操 作 ボ タ ン に よ っ て 進 退 す る ピ ス ト ン 体 が
各 シ リ ン ダ 体 内 に 各 々 配 置 さ れ て い て 、 二 つ の 操 作 弁 機 構 を 一 つ の 操 作 ボ タ ン で 操 作 す る
よ う に し た も の な の で 、 構 造 が 極 め て 複 雑 で 組 み 立 て が 面 倒 で あ る と 同 時 に 、 作 動 不 良 等
も 発 生 し 易 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 か ら の 吸 引 作 動 と バ ル ー ン 吸 引 口 か ら の 吸 引 作 動
と を 容 易 に 切 り 換 え 操 作 す る こ と が で き 、 し か も 組 み 立 て 等 が 容 易 な 簡 単 な 構 造 で 作 動 不
良 等 も 発 生 し 難 い 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 は 、 挿 入 部 の 先 端 に 、
超 音 波 プ ロ ー ブ と 光 学 観 察 窓 と が 併 設 さ れ る と 共 に 、 挿 入 部 先 端 に 取 り 付 け ら れ る バ ル ー
ン の 内 部 に 開 口 す る バ ル ー ン 吸 引 口 と バ ル ー ン の 外 部 に 開 口 す る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 と
が 設 け ら れ た 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 挿 入 部 の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 に 、 バ ル ー ン 吸 引
口 か ら の 吸 引 作 動 と 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 か ら の 吸 引 作 動 と を 切 り 換 え 操 作 す る た め の 吸
引 操 作 弁 が 配 置 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 に お い て 、 吸 引 操 作 弁 に は 、 吸 引 源 に
連 通 す る 吸 引 元 管 路 と バ ル ー ン 吸 引 口 に 連 通 す る バ ル ー ン 吸 引 管 路 と 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引
口 に 連 通 す る チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路 と が 接 続 さ れ た シ リ ン ダ 体 と 、 シ リ ン ダ 体 内 に お い て 軸
線 方 向 に 移 動 操 作 さ れ る こ と に よ り 吸 引 元 管 路 に 対 し て バ ル ー ン 吸 引 管 路 が 連 通 す る 状 態
と チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路 が 連 通 す る 状 態 と を 切 り 換 え る ピ ス ト ン 体 を 設 け 、 吸 引 元 管 路 は シ
リ ン ダ 体 の 側 壁 に 開 口 接 続 し て 、 ピ ス ト ン 体 に は 、 吸 引 元 管 路 と バ ル ー ン 吸 引 管 路 と を 連
通 さ せ る た め の バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 と 、 吸 引 元 管 路 と チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路 と を 連 通 さ せ る
た め の チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 と を 相 互 に 干 渉 し な い 位 置 に 穿 設 し 、 ピ ス ト ン 体 の 側 面 に 、
吸 引 元 管 路 の 接 続 開 口 と 接 続 す る た め の バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 と チ ャ ン ネ ル 吸 引
連 通 孔 の 元 側 開 口 と を 軸 線 方 向 に 並 べ て 配 置 す る と 共 に 、 バ ネ 定 数 が 相 違 す る 二 つ の 圧 縮
コ イ ル ス プ リ ン グ を 、 シ リ ン ダ 体 か ら ピ ス ト ン 体 を 押 し 出 す 方 向 に 付 勢 す る 状 態 に 直 列 に
配 置 し て 、 ピ ス ト ン 体 を シ リ ン ダ 体 内 に 押 し 込 み 操 作 し た 時 に 、 バ ネ 定 数 の 小 さ い 圧 縮 コ
イ ル ス プ リ ン グ が 圧 縮 さ れ た 状 態 か ら バ ネ 定 数 の 大 き な コ イ ル ス プ リ ン グ も 圧 縮 さ れ る 状
態 に 移 る 位 置 で 吸 引 元 管 路 の 接 続 開 口 と チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 と が 対 向 し 、 両
コ イ ル ス プ リ ン グ が 圧 縮 さ れ た 状 態 の 位 置 で 吸 引 元 管 路 の 接 続 開 口 と バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔
の 元 側 開 口 と が 対 向 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 と チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 の 両 元 側 開 口 の
各 々 の 外 縁 部 と シ リ ン ダ 体 の 内 周 面 と の 間 が 、 両 元 側 開 口 の 各 々 の 外 縁 を 囲 む よ う に 配 置
さ れ た シ ー ル 部 材 に よ り シ ー ル さ れ て い て も よ く 、 そ の 場 合 、 両 元 側 開 口 の 各 々 の 外 縁 部
を シ ー ル す る シ ー ル 部 材 が 、 両 元 側 開 口 の 位 置 に 対 応 す る 位 置 に 二 つ の 孔 が 形 成 さ れ た 一
つ の 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 ２ は 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 を 示 し て お り 、 可 撓 性 の 挿 入 部 １ の 基 端 に 操 作 部 ２ が 連 通 さ
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れ 、 挿 入 部 １ の 先 端 に は 、 軸 線 周 り に 超 音 波 信 号 を 発 受 信 す る ラ ジ ア ル 走 査 の 超 音 波 プ ロ
ー ブ ３ が 配 置 さ れ る と 共 に 、 前 方 を 光 学 観 察 す る た め の 光 学 観 察 窓 ４ が 先 端 面 に 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ と 被 検 部 と の 間 に 超 音 波 信 号 の 伝 達 性 の
悪 い 空 気 層 が な い よ う に す る た め に 、 脱 気 水 等 に よ っ て 膨 縮 さ れ る バ ル ー ン ５ が 超 音 波 プ
ロ ー ブ ３ を 囲 む 状 態 に 取 り 付 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
挿 入 部 １ 内 に は 、 鉗 子 や 注 射 具 等 を 挿 脱 す る た め の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ６ が 全 長 に わ た っ て 挿
通 配 置 さ れ て い て 、 そ の 先 端 開 口 で あ る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 ６ ａ が 、 バ ル ー ン ５ の 外 部
に 位 置 す る 挿 入 部 １ の 先 端 面 に 配 置 さ れ 、 鉗 子 挿 入 口 ６ ｂ は 挿 入 部 １ と 操 作 部 ２ と の 連 結
部 付 近 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ６ に 対 し て そ の 基 端 部 付 近 に お い て 連 通 接 続 さ れ た チ ャ ン ネ ル 吸 引
管 路 ７ が 、 操 作 部 ２ の 上 半 部 に 配 置 さ れ て い る 吸 引 操 作 弁 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
挿 入 部 １ 内 に は 、 バ ル ー ン ５ 内 に 充 填 さ れ た 脱 気 水 を 吸 引 す る た め の バ ル ー ン 吸 引 管 路 ８
等 も 挿 通 配 置 さ れ て い て 、 バ ル ー ン 吸 引 管 路 ８ の 先 端 開 口 で あ る バ ル ー ン 吸 引 口 ８ ａ は 挿
入 部 １ の 先 端 に お い て バ ル ー ン ５ の 内 側 に 開 口 し 、 バ ル ー ン 吸 引 管 路 ８ の 基 端 は 吸 引 操 作
弁 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 ９ は 、 吸 引 操 作 弁 １ ０ と 図 示 さ れ て い な い 吸 引 源 と を 連 通 接 続
す る 吸 引 元 管 路 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ は 吸 引 操 作 弁 １ ０ の 待 機 状 態 を 示 し て お り 、 操 作 部 ２ 内 に 配 置 さ れ た シ リ ン ダ 体 １ １
が 、 外 方 に 向 け て 開 口 す る 状 態 に 固 定 ナ ッ ト １ ２ に よ り 操 作 部 ２ に 固 定 さ れ て い る 。 １ ３
は シ ー ル 用 の Ｏ リ ン グ で あ る 。 な お 、 各 図 に お い て 、 弾 力 性 が あ っ て 押 し 潰 さ れ た 状 態 に
装 着 さ れ る シ ー ル 部 材 の 類 は 、 押 し 潰 さ れ る 前 の 状 態 を 図 示 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
吸 引 源 に 連 通 す る 吸 引 元 管 路 ９ の 端 部 は 、 シ リ ン ダ 体 １ １ の 中 間 部 分 の 側 壁 面 に 開 口 接 続
さ れ て い る （ 接 続 開 口 ９ ａ ） 。 そ し て 、 バ ル ー ン 吸 引 管 路 ８ の 基 端 は 、 吸 引 元 管 路 ９ の 接
続 開 口 ９ ａ と 略 反 対 側 の 位 置 に お い て シ リ ン ダ 体 １ １ の 側 壁 面 に 開 口 接 続 さ れ 、 チ ャ ン ネ
ル 吸 引 管 路 ７ の 基 端 は シ リ ン ダ 体 １ １ の 底 面 部 に 開 口 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ピ ス ト ン 体 １ ４ は 、 シ リ ン ダ 体 １ １ 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 嵌 挿 さ れ て い て 、 操 作 部 ２
か ら 外 方 に 突 出 す る ピ ス ト ン 体 １ ４ の 頭 部 に は 、 接 続 環 １ ５ を 介 し て 操 作 ボ タ ン １ ６ が 取
り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ピ ス ト ン 体 １ ４ と 操 作 ボ タ ン １ ６ は 、 中 間 バ ネ 受 け １ ８ を 挟 ん で 直 列 の 関 係 に 配 置 さ れ た
第 １ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ １ と 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ ２ と に よ っ て 一 体 的 に
外 方 に 向 け て 付 勢 さ れ て お り 、 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ ２ の バ ネ 定 数 が 第 １ の 圧 縮
コ イ ル ス プ リ ン グ ２ １ に 比 べ て 数 倍 大 き く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ ２ の 基 端 側 を 受 け る 基 端 バ ネ 受 け １ ９ は 、 ピ ス ト ン 体 １ ４
が 所 定 状 態 以 上 に シ リ ン ダ 体 １ １ 内 か ら 抜 け 出 す の を 阻 止 す る ス ト ッ パ に も な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
中 間 バ ネ 受 け １ ８ に は 、 第 １ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ １ が 外 部 か ら 見 え な い よ う に カ バ
ー を す る 第 １ の カ バ ー 筒 １ ７ が 取 り 付 け ら れ 、 基 端 バ ネ 受 け １ ９ に は 、 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル
ス プ リ ン グ ２ ２ が 外 部 か ら 見 え な い よ う に カ バ ー を す る 第 ２ の カ バ ー 筒 ２ ０ ａ が 取 り 付 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 第 ２ の カ バ ー 筒 ２ ０ ａ に 一 体 的 に ラ イ ニ ン グ さ れ た 弾 力 性 の あ る プ ラ ス チ ッ ク 材
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又 は ゴ ム 材 等 か ら な る 係 止 環 ２ ０ ｂ の 下 端 部 の 内 周 部 分 が 固 定 ナ ッ ト １ ２ の 突 端 部 に 引 っ
掛 か り 係 合 し 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ と 操 作 ボ タ ン １ ６ 等 を 含 む ユ ニ ッ ト を シ リ ン ダ 体 １ １ に 固
定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
し た が っ て 、 係 止 環 ２ ０ ｂ を 弾 性 変 形 さ せ て 固 定 ナ ッ ト １ ２ と の 係 合 を 解 け ば 、 操 作 ボ タ
ン １ ６ 等 と 共 に ピ ス ト ン 体 １ ４ を シ リ ン ダ 体 １ １ か ら 外 方 に 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
シ リ ン ダ 体 １ １ の 内 周 部 に は 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ の 側 面 に 突 設 さ れ た ピ ン ２ ６ と 係 合 す る 直
線 溝 ２ ５ が 軸 線 と 平 行 方 向 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 係 合 に よ っ て ピ ス ト ン 体 １ ４ が シ リ ン
ダ 体 １ １ 内 で 軸 線 回 り に 回 転 し な い よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ の 外 周 部 に
形 成 さ れ た 通 気 用 円 周 溝 ２ ７ 部 分 と 外 気 と が 直 線 溝 ２ ５ 等 を 介 し て 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ピ ス ト ン 体 １ ４ の 最 も 奥 の 位 置 に は 、 弾 力 性 の あ る ゴ ム 材 等 か ら な る 環 状 の 全 周 シ ー ル 用
環 状 シ ー ル 部 材 ２ ８ が 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ に 形 成 さ れ た 円 周 溝 に 嵌 め 込 ま れ て 、 シ リ ン ダ 体
１ １ の 内 周 面 と の 間 を そ の 位 置 に お い て 全 周 に わ た っ て シ ー ル し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ピ ス ト ン 体 １ ４ に は 、 吸 引 元 管 路 ９ と チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路 ７ と を 連 通 さ せ る た め の チ ャ ン
ネ ル 吸 引 連 通 孔 ３ １ と 、 吸 引 元 管 路 ９ と バ ル ー ン 吸 引 管 路 ８ と を 連 通 さ せ る た め の バ ル ー
ン 吸 引 連 通 孔 ３ ２ と が 、 相 互 に 干 渉 し な い 位 置 に 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ の う ち の 、 チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 ３ １ は 、 一 端 が ピ ス ト ン 体 １ ４ の 奥 側 の 端 面 に 開 口 す
る Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て そ の 反 対 側 の 開 口 で あ る 元 側 開 口 ３ １ ａ が ピ ス ト ン 体 １ ４ の 側 面 に
開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 ３ ２ は 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ を 横 断 す る 状 態 に 貫 通 形 成 さ れ て 、 そ
の バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 ３ ２ の 元 側 開 口 ３ ２ ａ が チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 ３ １ の 元 側 開 口 ３ １
ａ と 並 ん で ピ ス ト ン 体 １ ４ の 側 面 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ の よ う な チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 ３ １ の 元 側 開 口 ３ １ ａ と バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 ３ ２ の 元 側
開 口 ３ ２ ａ と は 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ の 側 面 に 軸 線 方 向 に 並 ん で 隣 接 し て 配 置 さ れ て い て 、 両
元 側 開 口 ３ １ ａ ， ３ ２ ａ の 各 々 の 外 縁 部 と シ リ ン ダ 体 １ １ の 内 周 面 と の 間 が 、 両 元 側 開 口
３ １ ａ ， ３ ２ ａ の 各 々 の 外 縁 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ た 元 側 開 口 シ ー ル 部 材 ３ ３ に よ っ て シ
ー ル さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ の 元 側 開 口 シ ー ル 部 材 ３ ３ は 、 図 ３ に 単 体 で 示 さ れ る よ う に 、 両 元 側 開 口 ３ １ ａ ， ３ ２
ａ の 位 置 に 対 応 す る 位 置 に 二 つ の 孔 が 形 成 さ れ た 弾 力 性 の あ る ゴ ム 材 等 か ら な る 一 つ の 部
材 に よ っ て 形 成 さ れ て 、 そ の 外 形 形 状 に 合 わ せ て ピ ス ト ン 体 １ ４ の 外 周 部 に 形 成 さ れ た 凹
部 に 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ に 戻 っ て 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ の 外 周 部 に は 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ の 内 周 面 に 開 口 す る バ ル ー
ン 吸 引 管 路 ８ の 基 端 開 口 ８ ｂ を 図 １ に 示 さ れ る 待 機 状 態 の と き に 塞 ぐ よ う に 、 弾 力 性 の あ
る 栓 体 ３ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ が 最 大 限 ま で シ リ ン ダ 体 １ １ 内 に 押 し 込 ま れ た 状 態 の と き に バ ル ー
ン 吸 引 管 路 ８ の 基 端 開 口 ８ ｂ を 囲 む よ う に 、 バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 ３ ２ の 端 部 開 口 （ 元 側 開
口 ３ ２ ａ に 対 し て 逆 側 の 端 部 開 口 ） を 囲 ん で 弾 力 性 の あ る 材 料 か ら な る 筒 状 シ ー ル 部 材 ３
５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 は 、 図 １ に 示 さ れ る 待 機 状 態
に お い て は 、 直 線 溝 ２ ５ 及 び 通 気 用 円 周 溝 ２ ７ 等 か ら 吸 引 元 管 路 ９ を 通 じ て 外 気 が 吸 引 源
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に 吸 引 さ れ 、 チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路 ７ 及 び バ ル ー ン 吸 引 管 路 ８ か ら の 吸 引 は 、 全 周 シ ー ル 用
環 状 シ ー ル 部 材 ２ ８ と 栓 体 ３ ４ と に よ っ て 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ の 状 態 か ら 、 指 先 で 操 作 ボ タ ン １ ６ を 押 し て ピ ス ト ン 体 １ ４ を シ リ ン ダ 体 １ １ 内 に 押 し
込 む と 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 バ ネ 定 数 の 小 さ な 第 １ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ １ だ け
が ま ず 圧 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
す る と 、 第 １ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ １ が 圧 縮 さ れ 終 わ っ て 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン
グ ２ ２ も 圧 縮 さ れ 始 め る 位 置 に お い て 操 作 ボ タ ン １ ６ を 操 作 す る 指 に 大 き な 抵 抗 が 作 用 し
、 そ の 時 に 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ に 形 成 さ れ て い る チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 ３ １ の 元 側 開 口 ３ １
ａ が シ リ ン ダ 体 １ １ に 形 成 さ れ て い る 吸 引 元 管 路 ９ の 接 続 開 口 ９ ａ に 対 向 す る 位 置 に 来 る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ の 結 果 、 チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路 ７ と 吸 引 元 管 路 ９ と が チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 ３ １ を 介 し て
連 通 し 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 ６ ａ か ら 体 内 の 汚 液 等 が 吸 引 源 に 吸 引 さ れ る 。 そ し て 、 操
作 ボ タ ン １ ６ か ら 指 を 離 せ ば 元 の 待 機 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 指 先 に 力 を 入 れ て 操 作 ボ タ ン １ ６ を 押 し 込 む と 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 圧
縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ １ に 続 い て 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ２ ２ も 圧 縮 さ れ て 、 ピ ス ト
ン 体 １ ４ が 最 大 限 ま で シ リ ン ダ 体 １ １ 内 に 押 し 込 ま れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
す る と 、 ピ ス ト ン 体 １ ４ に 形 成 さ れ て い る バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 ３ ２ の 元 側 開 口 ３ ２ ａ が 吸
引 元 管 路 ９ の 接 続 開 口 ９ ａ に 対 向 す る 位 置 に 達 し 、 そ れ と 同 時 に 筒 状 シ ー ル 部 材 ３ ５ に よ
り シ ー ル さ れ た 状 態 で バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 ３ ２ と バ ル ー ン 吸 引 管 路 ８ と が 連 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ の 結 果 、 バ ル ー ン 吸 引 管 路 ８ と 吸 引 元 管 路 ９ と が バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 ３ ２ を 介 し て 連 通
し 、 バ ル ー ン ５ 内 の 脱 気 水 等 が 吸 引 源 に 吸 引 さ れ て バ ル ー ン ５ を 縮 ま せ る こ と が で き る 。
そ し て 、 操 作 ボ タ ン １ ６ か ら 指 を 離 せ ば 、 元 の 待 機 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ピ ス ト ン 体 を シ リ ン ダ 体 内 に 押 し 込 み 操 作 し た 時 に 、 バ ネ 定 数 の 小 さ い
圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ が 圧 縮 さ れ た 状 態 か ら バ ネ 定 数 の 大 き な コ イ ル ス プ リ ン グ も 圧 縮 さ
れ る 状 態 に 移 る 位 置 で 吸 引 元 管 路 と チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔 の 元 側 開 口 と が 対 向 し 、 両 コ イ
ル ス プ リ ン グ が 圧 縮 さ れ た 状 態 の 位 置 で は 吸 引 元 管 路 の 接 続 開 口 と バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔 の
元 側 開 口 と が 対 向 す る よ う に し た こ と に よ り 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 か ら の 吸 引 と バ ル ー
ン 吸 引 口 か ら の 吸 引 と を 容 易 に 切 り 換 え 操 作 す る こ と が で き 、 し か も 極 め て シ ン プ ル な 構
造 を 採 る こ と が で き る の で 、 組 み 立 て 等 が 容 易 で 作 動 不 良 等 も 発 生 し 難 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 の 待 機 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 の 元 側 開 口 シ ー ル 部 材 を 単 体 で 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口 か ら の 吸
引 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 吸 引 操 作 装 置 の バ ル ー ン 吸 引 口 か ら の 吸 引 状 態
を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 挿 入 部
２ 　 操 作 部
３ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
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４ 　 観 察 窓
５ 　 バ ル ー ン
６ 　 鉗 子 チ ャ ン ネ ル
６ ａ 　 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 吸 引 口
７ 　 チ ャ ン ネ ル 吸 引 管 路
８ 　 バ ル ー ン 吸 引 管 路
８ ａ 　 バ ル ー ン 吸 引 口
９ 　 吸 引 元 管 路
９ ａ 　 接 続 開 口
１ ０ 　 吸 引 操 作 弁
１ １ 　 シ リ ン ダ 体
１ ４ 　 ピ ス ト ン 体
１ ６ 　 操 作 ボ タ ン
２ １ 　 第 １ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ （ バ ネ 定 数 の 小 さ な 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ）
２ ２ 　 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ （ バ ネ 定 数 の 大 き な 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ ）
３ １ 　 チ ャ ン ネ ル 吸 引 連 通 孔
３ １ ａ 　 元 側 開 口
３ ２ 　 バ ル ー ン 吸 引 連 通 孔
３ ２ ａ 　 元 側 開 口
３ ４ 　 栓 体
３ ５ 　 筒 状 シ ー ル 部 材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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